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の結果，ムスリム学生の在籍数は 0～100 人以上と相対的に規模が少ない。50 人以上の在籍がある大学は 4










トゥーンバ市にメインキャンパスをおく総合大学である。学生数は約 2万 6千人だが，その 7割以上は遠隔
地教育で学んでいるため，3つのキャンパスで学ぶ学生の数は 7千人弱で，その 3分の 1を留学生が占める
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1 日本の大学については，2007年度後期に，前年度の留学生在籍数調査（日本学生支援機構）で在籍数が 100人以








3 各年度版 USQ年次報告書（大学ホームページに掲載）に基づく。 
4 東海大学湘南キャンパス「ニュース」（http://www.u-tokai.ac.jp/TKDCMS/News/List.aspx?code=shonan）




6 ニューカッスル地方政府管轄区域の人口は 14万人強で外国出身者の割合は 11％，ムスリム人口は 0.452％
にすぎない（2006年国勢調査）。 
